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先
⽇
︑
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︑
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し
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も
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⼼
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︑
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⼀
⽅
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幼
児
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も
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私
た
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じ
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い
る
神
が
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の
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⽅
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な
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を
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こ
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⼼
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授　
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YOU ARE NEAR

 札幌教区の司祭となって三年⽬を迎え
ました。まだまだ駆け出しといったとこ
ろでしょう。司祭になる以前の社会⽣活
では、学⽣などの若い世代と向き合うこ
とはあっても、⼩さなお友達と関わる機
会はありませんでした。ですから、チャ
プレンと⾔われても、何をどうすればい
いのか、何も分からず、先輩の神⽗様
達にアドバイスを受けながらのスタートで
した。
 ある⽇、朝のミサを捧げてから、こど
も園でのお誕⽣会、お昼にお葬式を司
式し、その⾜で病⼈の⾒舞いに駆け付
け、⼣⽅に司祭館に帰ってくることがあ

りました。そんな⽇の出会いは、まさに
「ゆりかごから墓場まで」のような幅を
持ち、頭と⼼が混乱するようなこともあ
りました。
 最近になって、ようやく⼩さなお友達
との出会いを楽しむ、⼼のゆとりが⽣ま
れてきたようです。お誕⽣会のお祝いや
お祈り、そしてお話の時など、みんなの
真剣な眼差しと、元気のよい応えに、
喜びを感じています。
 こども園・幼稚園に限らず、教会で
も⼦供たちとの関わりが少なからずあり
ます。ある時、男の⼦が教会の庭で砂
⼭を作って遊んでいました。彼は⼤きな

⼭にしよう
と、⼀⽣懸
命に砂をか
き集めています。よくよく眺めていると、
裾野を広くとり、⾼く⾼く盛り上げてい
きます。このように、⾼い⼭には、広い
裾野が必要です。ただ⾼さばかりを求
めていては、⾵ですぐに倒れてしまいま
す。裾野は広く広く、どこまでも拡がる
ことで、より⾼みを⽬指すことができる
でしょう。
 「⼩さなお友達」との関わりは、今、
私⾃⾝の狭い裾野を広げてくれる⼤切な
時間となっているようです。

 「これから出会う多くの⼈を愛し、そ
して愛され、素敵な関係で結ばれます
ように」。そんな願いを込めて、⼦ども
たちの名前をつけました。
 その願いの通り、園では多くの友達
や先⽣⽅、保護者の皆さんとの温かな
出会いに恵まれ、３⼈とも毎⽇楽しく

通っています。
 年⻑児の娘は、異年齢混合クラスの
中で思いやりの⼼を育み、年下の友達
に優しく寄り添う姿を⾒せてくれるよう
になりました。２歳児クラスの息⼦は、
友達と関わる楽しさを知り、友達のお
かげで息⼦の世界が⽇々⼤きく広がっ
ています。そして０歳児クラスの息⼦は、
毎⽇新しい表情を⾒せてくれ、その成
⻑を保護者の皆さんが⼀緒になって喜
んでくれる環境に親としてとても⽀えら
れています。
 ３⼈それぞれ性格も成⻑ペースも違
いますが、⼀⼈ひとりに丁寧に寄り添い、

チャプレン 千葉  充 神⽗

温かく⾒守ってくださる先⽣⽅には感謝
の気持ちでいっぱいです。我が⼦が毎
⽇「楽しかった！」と笑顔で帰ってく
ることが、親にとって何よりの安⼼であ
り、幸せです。
 ⼦どもたちにとって初めての社会が、
この園で良かったと⼼から感じていま
す。これからも多くの愛に包まれなが
ら、⼦どもたちらしく⽣き⽣きと園⽣活
を送ってほしいです。

高いお山
幼稚園で「神様のお話」をしてくださるチャプレン（神⽗様）からのお話です。

大麻藤認定こども園　保護者　髙橋　美愛大麻藤認定こども園 保護者 髙
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⾚
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︑
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︑
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︑
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⼊
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⾒
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︑
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こ
の
話
を
聞
い
て
︑私
は
Ｂ
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に﹁
⾃
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の
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⾏
き
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︑
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⽌
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︑﹁
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も
い
い
よ
﹂
と
い
う
肯
定
的
な

⾔
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や
﹁
お
友
達
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お
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﹂
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︒
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︑
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︑
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︑
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︑
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︑
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︑
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︒
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⽴
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ま
せ

ん
︒
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思い出の写真バスツアー
保育教諭 ⼭中 萌

保育教諭 ⼩⽟  未紗乃

保育教諭 ⾶岡  ちさと

保護者の方からの温かいメッセージ
保育教諭 ⼩野寺  永⽻

カトリック聖園てんしのおうち

認定こども園岩見沢天使幼稚園認定こども園虹の森カトリック幼稚園

認定こども園倶知安藤幼稚園

 今年度、新しく『にじいろ組』となった⼦ども達。虹⾊のような楽しい時間を過
ごせるよう願いを込めて、殻の部分を虹⾊の輪つなぎで表現する『かたつむり製
作』を⾏いました。

 縦割りクラスでは、⽇頃から異年齢のペアで助け合って活動をしています。この⽇も製
作中、折り紙がうまく輪に通らない時には⼿本を⽰してくれた年⻑さん。年少さんが⾃分

で折り紙を通す瞬間まで⾒守る姿がありました。また、途中で⼿が⽌まった友だちに
気づき、作業を分担することを提案したり、輪を通すことが難しい友だちには糊を
つける役割をお願いして⼀緒に取り組んだりと、まるで優しい先⽣のような姿も⾒ら
れ、それぞれの得意なことを⽣かしながら活動に取り組む⼦ども達を微笑ましく感
じました。
 相⼿を⾒守ったり、困っている時には⼿を差し伸べたりと互いの思いに寄り

添いながら過ごす⼦ども達。そのような関わりの積み重ねが、思いやりや憧れ
の気持ちを育み、共に育ちあう豊かな環境につながっていると感じています。
 これからも異年齢の仲間同⼠が⽀え合う関わりを⼤切にしながら、⼀⼈ひとりが互
いを認め合い、その優しさの『輪』が平和な世界へ広がっていくことを⼼より願っています。

 てんしのおうちでは３⽉に２歳児が卒園し、４⽉からこどもの家へ進級す
るため、「進級おめでとう会」という⾏事があります。
 歌や踊りの発表、賞状などのプレゼントがある中、１年前から『思い出の写

真バスツアー』というものが加わりました。それは、２歳児の⼦どもたちの⼊園
当初の写真を廊下⼀⾯に貼り、⼦どもたちがバスの⾞掌さんとなり、思い出の写真

を巡っていくというものです。０歳児から⼊園した⼦だけではなく、１歳児、２歳児から⼊
園した⼦もいます。それぞれの⼦の⼊園当初の思い出が蘇り、私たち保育者だけではなく、

保護者の⽅々、⼦どもたちまでもが喜んでくれる素敵な時間となります。
 「これ○○だ！」と⾃分の⼩さい頃の写真に気付く姿、「○○ちゃんだ！」

「○○くんいるよ！」と⼩さい頃のお友達に気付き会話を弾ませる姿がと
ても微笑ましく、卒園児、在園児の保護者の⽅も⼊園当初の⼦どもの
姿や当時の気持ちを思い出し、涙する場⾯も⾒られます。
 てんしのおうちでの短い園⽣活ですが、⼦どもたち、保護者の⽅と泣

いて笑って過ごした⽇々や時間は私の成⻑の⼀つになっています。この⾏
事が私にとって思い出を振り返られる⼤切な時間となっています。

 お⼼を静かにして神様とお話をする時間、それはお祈りの時もあれば、
朝や帰りにマリア様の御像に会った際にすることが多く、常に神様を⾝
近に感じている⼦どもたちの姿は、清らかだなと感じています。
 ある⽇朝の⾃由遊びで絵を描いていた⼥の⼦が、「先⽣、この絵を

お外に向けて飾って？」と素敵な虹が描かれた絵を渡してくれました。理由
を尋ねたところ、「神様が泣いているから⾬が降っているんだよ。だから神
様が喜ぶように絵を描いてあげたの！」と。相⼿の気持ちに寄り添い、どう
したら相⼿が喜んでくれるか、思いやりの気持ちが育っていることを強く感じた出来
事でした。
 また他の⽇には、お友だちと⼀緒に園⻑先⽣を誘いマリア様の御像に向かい「主

の祈り」や「アヴェマリアの祈り」を唱えている⼦。マリア様にお捧げしたい
と⼤事そうにたんぽぽを握って登園する⼦。⼦どもたちが様々な形で神様
と関わる姿を⾒ることができ、温かい気持ちになります。藤幼稚園から卒
園していく頃には、相⼿が喜ぶ姿に幸せを感じる、優しい⼦どもたちが育っ

ていくことを願っています。

 新緑の季節を迎え、園内には⼦どもたちの元気な声が響いています。⼊園
から早くも⼆ヶ⽉たち、園⽣活に慣れてきた年少児の中にも、⾏事などでお家

の⽅が⽬の前に来ると、急に⽢えたい気持ちが勝って離れられなく
なってしまう⼦がいます。
  先⽇のお誕⽣会では、普段は意欲的な⼦が涙を流して葛藤していまし
た。私は「⼀歩踏み出す格好良い姿を⾒てもらおう」と、泣き叫ぶその⼦
をなだめながら、お家の⽅から離す関わりをしました。無事にやり遂げたも
のの、「これで良かったのだろうか」と私の⼼には不安が残っていました。
 しかしその夜、保護者の⽅から「いつも⼦どもが離れられず悩んでいたが、
先⽣のおかげで成⻑を感じられた」と、温かいメッセージをいただいたの

です。迷いながらの⾃らの実践が、保護者の⽅の⾔葉によって深く救われ、これか
らも頑張ろうと前向きになれました。
 保育者の関わりが正解だったかを教えてくれるのは、いつも⼦どもたちであり、保
護者の⽅からの温かい⾔葉です。これからも⼀⼈ひとりの育ちを保護者の皆様と共に喜
び、⼦どものためになる丁寧な関わりを模索し続けていきます。
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